



































































































































































































































































































































































































































4月～7月の間に 1990 1991 1992 1994 1995 1996
A～B以下からAへ上がった例
`～Bから成績が上がらない例
`を始めから維持している例
a以下の成績に下がった
39．1％
S8．2％
U．4％
Q．0％
46．5％
R9．6％
X．9％
@0％
47．2％
Q6．4％
V．5％
P．9％
63．1％『
P1．7％
P2．6％
W．7％
50．5％
R4．8％
P1．3％
R．5％
34．8％
T2．2％
P0．1％
Q．9％
（2）Journa1題目年間スケジュール（1996年度の場合）
　　4月“Entrance　ceremony”or“Guidance　trip”入学式／ガイダンス旅行
　　5月“Play　Day”プレイデー（学内スポーツ大会）
　　6月“What　you’re　thinking”／“What　you’re　most　interested　in”自由題
　　9月“My　summer　holidays”夏休みの思い出
il鴛｝“Coll・g・F・・・…1・．！；園祭
　　12月Letter　to　Mr　President”平和への手紙［同題名の本（借成社）に基づ
　　　　　く、平和に対する主張を手紙形式で綴る作業コ
　　1月Final　Journal「英作文」をとおしての一年間の感想
（3）同上
（4）次頁のチェック・シートを参照
（5）同上
（6）英作文の評価一評価の信頼性（「現代英語学の歩み」）中村良順著　1991（開拓社）
（7）WRITING　CONVERSATIONAL　ENGLISH（話しことばの英作文）山口俊
　　治／Timothy　Minton著1992（成美堂）
（8）同上
（9）英語授業学の展開　松畑煕一著1991pp．108－110参照
（10）ペア・ワーク年間スケジュール：
　　4月「自己紹介」S．W．
　　5月「余暇の予定など話す場面：身近な事柄についての表現」PW．
　　6月「買い物・旅行などの場面：身近な事柄について表現」P．W．
　　7月「学校紹介」P，W．
　　9月「夏休みの思い出＋自己紹介」S．W．「日本紹介」GW．
　　11月「手紙」各種（『平和への手紙』を用いて戦争について考える）
　　11月「手紙」／「旅行」（空港・ホテル・旅行代理店その他の場面で）P．W．
　　12月「文化紹介」G。W．
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　　1月　文集作成の準備（タイプ原稿の校正一書き直し・打ち直し）
（11）聞き取るコツ、話すコツ入門（サイマル・ホーム・アカデミー・テキスト）村
　　松増美著（サイマル出版会）
参考文献
　・英語授業学の展開　松畑煕一著　1991（大修館）
　・教室でのインターラクションのための指導技術Donn　Byrne著　松畑煕一監修
　　　1996（桐原書店）
　・英作文の評価一評価の信頼性（「現代英語学の歩み」）中村良順著　1991（開拓社）
　・生徒の意欲を伸ばす添削法　ライティング指導の実践報告沖原勝昭著　1996
　　（小学館・尚学図書）
　・英作文添削法と評価　沖原勝昭著　1994（英語教育12月一大修館）
　・発信する大学英語一慶慮義塾大学湘南藤沢キャンパスの試み　鈴木佑治・霜崎実
　　　1994（英語教育12月一大修館）
　・WRITING　CONVERSATIONAL　ENGLISH（話しことばの英作文）山口俊
　　治／Timothy　Minton著　1992（成美堂）
　・平和への手紙一アメリカ高校生の手紙M．ジャコビー原文神津カンナ訳1991
　　（f成社）
　・聞き取るコツ、話すコツ入門（サイマル・ホーム・アカデミー・テキスト）村
　　松増美著（サイマル出版会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふるしょう　まこと　本学助教授）
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（4）チェック・シート見本
EVALUA下IO糧OF　YOUR　jQliRNAL
口TYPING（タイプの場合） ／　口HAND－WRITING　（手書きの場合）
ロキレイです！
口もう少しキレイに。
口印字がかすれている。
ロブリンタまたは用紙が適切でない。
ロ修正を綺麗に（清書は打ち直して提出1）
口各パラの打ち出しは5～6字分下げて！
口欧文の本文は「半角」で（全角は不可1）
ロイタリック　（斜体字）は題名・登場人物名のみ
▲その他
　ロスペルミスに注意！
　ロビ1」オド，カンマ，？の後は1字分空けること！
　口行末の単語のハイフンのつなぎ方に注意！
　　　（辞書で音節を確認すること）
▲1行の文字間隔は：
　口開きすぎ　口適当　口詰めすぎ
▲1頁の行数（行間隔）は：
　口開きすぎ　ロ適当　□詰めすぎ
　口各パラ間はさらに1行分空ける！
　口手書きの場合は1行おきに！
　　PARAGRAPH王糧G　（段落構成）
口大変良い　口良い　口まあ良い　口あまり良くない　ロパラグラフを理解していない
口つなぎの言葉に注意（各文のつながり・脈絡を欠く→and，　but，　so．　becauseなど工夫を）
口and，　but，　soはパラグラフの書き出しには使用しない。口書き出しが全て’L．．’で単調
▲その他
　　VOCA8Uし《R￥　　（籍鶯〉
▲使い方：　□良い　□ふつう　□やや不適切
▲語彙数：　□豊富　口ふつう　口やや少ない
▲その他
ロ和英と英和の両方を調べる（直訳に注意）
口同じ語の繰り返しはさける1
　　GRAMMATICAL　ERROR（文法的ミス）
口名詞・代名詞　口動詞　口助動詞　口冠詞　口形容詞・副詞　口前置詞　口接続詞
口不定詞。動名詞　口関係詞　口構文　口受け身　口時制　口話法・仮定法　口特になし
　　CO階ε酊　（内容と衷現力）
口感動した！　口すばらしい！　口がんばりました　口もう少し工夫を　口もっと努力を
口読者への主張・訴えが良く表されています。　口出来事を始めから終りまでダラダラと書かない
こと。　ロ何を述べたいのか（main　ideaが）不明確。　□日本語からの直訳（英語との構造
の違い）ロトピックを絞って1
▲その他：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）に注意！
　　総合評価
　＊AA　　　　＊A
100　－90　　　　 80
Excellent1　good1
　＊A－B
　79－75
satisfactory！
＊B
74－70
not　bad
　＊B－C　　　　　＊C
　　69－60　　　　　　　　　59－50
but　improve！　　　not　good！
　零D
　　50以下
try　again1
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